
貌外 の獄 ヶ駒るけ於に iJIj火噴!母l一君主

部内の口火形周楕るけ於に前火噴間 二 第
(撮本根月六半五十正大)



会 .<-

壁内の(峯ケ愈1])獄ケ駒るけ於に前火噴国三第
(撮本根月六年五十正大)

壁内の獄ケ駒るけ於に後火噴岡四第
(撮本;傑日十二月七年四和昭)
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L時七十日七十月六)火噴の岳ケ駒るた見りよ橋，箆町森



形雲と煙噴岳ケ駒るた見 りよ内構所候測館副!出 七 第
¥.[時七十日七 卜月六)

形雲 と煙噴るた見りよ内構所候測館函間八第
(分十三時七十日七十月六)



(撮氏丸松校撃範師舘函分五十二時八十日七十月六〉雲状環るたれは現に港周煙噴国九第



光電るたれは現に上柱火 、火噴岳ケ駒間十第
(影撮て於に内構所候測官官函時四十二一三十二 日七十月六)

光電るたひ件に雷電火噴岳ケ駒間一十第
(撮氏川梅時一十二日七十月六〉





焼燃の物出噴は煙白小の数無煙噴岳ケ駒るたJ';!.りよ上流塊石野民間四十第
(撮本根日ー十二月六7

る話kに岸海破突を林樹 の流塊石野焼国五十第
(撮本;恨日ー十二月六j



況状の積堆石11争と壌破の校事小JII小]11小字村部鹿間六十第
(認本版日十二凡六J

浪埋家農めたの石降戸折字村部鹿
(撮本根日十二月六j



積堆石降の地街市村部鹿闘八十第
t撮本根日十二月六)

の舟小化援の線、ff岸海と煙噴岳ケ駒るた見りよ街市村部鹿 間九t努
(撮本根日ー十二月六) すと線汀奮は肋幽ーる在



(岳ケ駒) 峯ケ剣と裂識の脊ノ馬 問 1-二第
(撮本棋日六十二月六)

盛岡隅は起隆錐閣の方前裂誼の脊ノ馬 岡三十二第
(括支本根日八月七J
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間二十二第形芸 と煙噴岳ケ駒るた見りよ内構所候測館函
L分十三時六十日七十月六)



弾岩熔の出拠にn邸付目合八〉壁外脊ノ馬間四十二第
〈婦本供日八月七〉



のもるた見りよ方上口火形箪瓢の生新に面斜側東部北山鼠海国六十二第
(撮本根砧十二月六)

題噴の口火箪瓢生新出斜側東部北山鼠海岡七十二第
L撮本根日六十二月六)



のもるた見りよ万北(口火形字丁)口火生新の部北山鼠海 闘八十二第
(撮本根日十二月七)

のもるた見りよ方南(仁l火河夜中丁)口火生新乃詰ii北山鼠海 !品九十二第
(撮本桜日十二月七J



煙噴のりよ(口火政安醤J底口火形鉢抱間十三第
(撮本根日八月七)

口火噴端南‘の口火%字丁司i北山鼠海開ー十三第
(撮本浪日十二月七)



(撮本根日十二月七〉 のもるた 見りよ脊ノ駒 況状の原口火形園椅るけ於に後火噴登 fE岳 ケ 肋 間 二 十 三 第
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石宕 X たし落~専に干の湯 岡七第

(ーのそ) 穴大たつ穿の塊岩出噴に地露の狗天 国 入 第







(二のそ〉林松葉落の地露しjしを倒薙に塊岩出噴間一十第

石岩の上頂るな と標目の積唯物山噴間二十第



屋 茶ノ前堂本村川 黒 郡 蘇 阿 周一 第
(影撮りよ四月八年四和昭〉
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口火競凶第池 ノ 雨上同 間 二 部
(影撮り よ凶U二十月七ー年四手u昭J
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(影撮月八年四和昭) む翠りよ聞を口火四第闘ー第
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?罫..  噌-
象記計 震 地 カ ンイマ 豪 象 気 央中

象記 計 取!徴単簡 所候測橋前

象言己計 震 地トスヱィグ所候測野長


